
建設協組news Light　　　　2013.11

ラ イ ト

Tel.075-382-1021（代）／Fax.075-394-3201
http://www.zenkyoto.jp/�z-kanri@cocoa.ocn.ne.jp
〒615-8165��京都市西京区樫原盆山13-1
発行人：小林�博明

2013.January
通巻496号１

今月の主な記事

IT特集①─２０１３年の組合企画 3

IT特集②─「ペーパーレス社会」 4

IT特集③─本部・支部の取り組み 5

２０１３年初荷セール／販売 9

「明日の協同組合像」勉強会 11
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組合への意見・要望・苦情など、
気軽にお寄せください。
協同組合では、組合員とのコミュニケーションを円滑にし、
組合員のための組合をめざすため「何でもコール」体制を
つくりました。まずは担当、福本まで。

Tel.075-382-1021　Fax.075-394-3201 （建ちゃんの父）

ＩＴは人と人とを繋ぐ道具である。

　人間の文化は、情報の共有と伝承によって発展してきました。まず言葉が生まれ、
それを絵や文字に書き写し、壁画に始まり、書になったように、横軸（共有）と縦軸
（伝承）へと広げて情報を管理してきました。さらに生産手段の歴史は、狩猟・採集
から農耕へと進み、近代の家内制手工業から工業制手工業、そして産業革命に至るま
で、情報伝達の速度に比例して劇的に変化し、発展してきました。情報の伝達手段に
は、それぞれの時代を"変える力"がありました。
　馬や鳩が運んでいた物を車や鉄道が運ぶようになり、モールス信号や電話などの
電気信号により高速化され、現代の「IT（Information�Technology）」へと進化し
てきました。インターネットを利用して全世界に、即座に、情報の発信・受信がで
きる現代は、「情報の共有力」が飛躍的に進歩しています。さらに、より簡素に手軽
に行えるように、マイコン⇒デスクトップPC⇒ノートPC⇒多機能携帯電話⇒iPad、
iPhone、スマートフォンなどの「ハード」が出現し、ホームページ⇒ブログ⇒SNS
などの「ソフト」によって、圧倒的にITが浸透しています。
　教育ではIT教育は必須であり、ITを使ったコミュニケーションが当たり前の時代。
新しい顧客を掴むためには、ITを駆使したコミュニケーションが欠かせません。今、
ITという手段をどう利用するかが企業経営に問われています。現場でのスマートフォ
ンの利用から、あらゆる決裁のペーパーレス化、会社の基幹データベースのクラウド
化など、ITの可能性は多岐にわたっています。会社の理念や今まで築き上げてきた技
術を変えようというのではなく、ITをあくまで道具として使い、仕事を効率化し、い
かに新しいステージ（時代）に立つかが重要なのです。� （西村　学）
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謹賀新年

非IT人間のIT化
代表理事　川久保　雄二郎

　明けましておめでとうございます。昨年は組合に何かとご支援賜り有難うございま
した。本年もご指導ご鞭撻のほどお願い申し上げます。
　さて、ITという言葉が飛びかうようになって久しくなりました。それに付いていけ
ないのは現代人にあらず、と言わんばかりです。私は、個人としてはIT派に属さない
人間です。それどころか、そこそこの齢になったら電気もない電話も通じない田舎に
移住し、自給自足の暮らしを始めようとまで思っています。
　組合の場合はそういう訳にはいきません。ITの先端を走らなければならないと思っ
ています。組合の存在は、組合員のメリットを追求し続ける使命にあります。世界が
IT社会になっているのに、組合員のメリットだけITの外側にあるとは到底思えないか
らです。避けられないなら、その先端を求めようではないか、と考えた末の道選びです。
他産業に比べ、組合に限らず建設業界とりわけ中小はIT化が遅れています。IT化を進
める障害が多いからかもしれません。だからといってIT化のできない理由にしてはい
けません。工夫や努力をしなければなりません。市場では「ホームページやSNSで…」
と仕事の始まりから終わりまで、すべてにわたって通信とコンピュータを駆使しなけ
ればなりません。
　しかしIT化したら顧客満足は比例して高まるのだろうか、という愚問も残ります。
あくまで道具ではないか。道具を使いながら顧客の立場に立ったサービスができるか
どうかが、最も重要ではないか。心の通じ合いがなければ、所詮うわっつらの関係で
は。そうはいっていもITがこなせないのは…と、しぶしぶ個人としても、遅ればせな
がらITの世界に染まってしまおうと思っています。

組合が向かうべきIT化の方向
専務理事　池田　光繁

　新年明けましておめでとうございます。本年も皆さま、組合へのご支援、宜しくお
願いいたします。
　さて、本題に。組合のIT関係の動きを振り返りつつ、今年、進めたいことをお話し
したいと思います。昨年の一番大きな動きは、組合のホームページのリニューアルを
行ったことです。「組合事業中心から組合員中心のホームページへのリニューアル」
をテーマに掲げました。まだまだ完成とは言えませんが、全組合員さんにアンケート
を行い、提供していただいた各事業所のデータをもとに、組合のホームページにアク
セスすれば、組合員事業所のホームページも見ることができます。もちろん、各組合
員さんのホームページとのリンクとバナーによって、どちらからでも組合員さんの事
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業所を知ることができるようにしました。さらに一般ユーザーが、業種、所在地など
から組合員さんを検索できるシステムも付け加えました。組合ホームページの大きな
進化です。まだまだ未完成ですが、全組合員さんの情報がキャッチでき、組合の今を
リアルタイムで発信でき、広告媒体にもなるホームページを一日も早く目指したいと
考えています。
　もう一つの大きなテーマが、ツイッターやフェイスブックに代表される「SNS（ソ
ーシャルネットワークサービス）」の導入です。より身近に、誰もが自分の意見を表
現できることから、SNSが一般の人々や企業の戦略に急速に浸透しています。組合
でも、SNSをうまく使いたいと考えました。川久保理事長のツイッター「つぶやき
雄二郎」をはじめ、右京支部主催による「フェイスブック講座」も開催しました。今
年も、皆さんのお役に立つIT関連の講習会をはじめ、組合ホームページにもSNSを
うまく活用していきたいと考えております。
　その他にも、まだ具体的に動き出しているわけではありませんが、リース商品をイ
ンターネットから予約できるシステムを構築したいと考えています。ITから、組合員
さんがより利用しやすく、職員の仕事の効率も上がる状況を創ることが、新たな組合
の挑戦につながるものと信じております。

IT特集①─２０１３年の組合企画

続・フェイスブック講座

　昨年開講し、好評を得たフェイスブック講座ですが、今後は「初心者コース」「中・
上級者コース」に分類し、単回講座として開催してまいります。より参加者のニーズ
にマッチした講座を開き、より実践的な使い方を提案していける様、努力して参りま
す。

IT技術展

　ITの得意な組合員企業と共同して、これからの企業経営を支えるIT技術・ノウハウ
を協同の力で勉強し、実践することで、企業の経営力を高めてまいります。その最終
段階として、さまざまなイベントや展示会への出展を考えております。

イベント

　組合員やそのご家族も楽しめるイベントを思案中です。本部・支部という括りでは
なく、フェイスブックなどの「グループ機能」を使ってさまざまなサークルをつくり、
スポーツやハイキングなどのアウトドア企画、美術館めぐりなどの文化企画等々、今
までとはまた違ったイベントを行っていきたいと思います。
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謹賀新年

各種勉強会

　建設業に適した IT 技術講座、京都の大学の建築デザイン専門家を招いた講演会な
どの開催を計画中です。さらに組合企業の従業員も対象にした各種勉強会を開催し、
参加者の裾野を広げ、組合全体の「底力」をつけるべく活動してまいります。

IT特集②─３０年の時空を経て考える「ぺーパーレス社会」

福井　文雄（株式会社DJ）
　「IT（Information�Technology）」という言葉が使われ始めたのは1990年代（日本
では2000年頃）ですが、1980年代にコンピュータが普及し始めると「ぺーパーレス社
会が到来する！」と盛んに言われた時期があります。
　私も使ったことがある言葉で印象深いのですが、実際には、コンピュータの普及で、
逆に紙の使用量は大幅に増えたのでした。日本における紙の消費量は、1980年代の10
年間で５割以上（56％）増加し、1990年代の10年間でも約２割（18％）増加しました。
　当然、「『ぺーパーレス社会が到来する』なんてウソじゃないか」となり、それを煽
ったマスコミからも「ペーパーレス社会」という言葉は消えました。
　ところが、日本の紙の消費量推移を見ると、やっとここに来て「ペーパーレス社会」
の到来を予感させる数値が出ています。紙の消費量が2000年以降は殆ど増加していな
いのです。
　リーマン・ショックや東日本大震災など、その影響は単純ではありませんが、全体
の流れから見ると、これは確かな動向のようです。
　紙は「文化のバロメーター」と言われ、紙の一人当たり消費量が、その国の豊かさ
と比例すると言われてきましたが、その点でも、最近の指標は一致しなくなっている
ようです。
　紙が持つ優位性＝①見読性（読みやすさ）、②一覧性（紙面の見わたしやすさ）、③
保存性、④携帯性、⑤原本性──に、最近のパソコンの世界が追いついてきているの
かもしれません。
　原理的に提唱された社会的変化の予測は、直ぐに起こるものばかりではありません。
「ペーパーレス社会」は30年の時空を経て、やっと実現してきた事例であるような気
がします。

図　日本の「紙」生産量の推移（１985年～２０１１年）

� （日本製紙連合会webより）
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IT特集③─本部・支部の取り組み

右京支部　宮下　茂一（株式会社宮下工務店）
　右京支部の支部長を務めさせていただき3年。毎年の恒例行事には、本部大会予選
も兼ねた支部ボウリング大会、夏の納涼例会、暮れの忘年会などがありますが、支部
として特に重点的に進めてきたのが、インターネットを利用し情報の発信・受信を日々
の仕事に役立てるIT関連の取り組みです。動画で企業をアピールするネットCMも行
いました。支部予算にIT関連取り組み枠を設け、本部の協力を得て、支部主催のフェ
イスブック講座も開催。本部・支部のホームページを作成していただいた株式会社
DJの福井さんを講師にお招きし、自分のページ作成、実際に友達を作って情報のや
り取り、使い方のノウハウを教えてもらいました。その後も情報の共有、友達が増え
るなど好評で、楽しい勉強会になりました。今後ますますSNSツールは普及してい
くと思います。IT関連の勉強会を引き続き企画し、ネットCMも充実させたいと思い
ます。CM取材の希望者も募集中です。みなさん、今年も宜しくお願いいたします!!

洛中支部　冨永　信雄（株式会社矢納組）
　幣社では、まだまだ「IT化」と呼べるほどではありませんが、取引先や入札関係な
どで取り組みが進んでいることを切に感じています。今までは、紙で直接受け渡しを
していた書類や図面も、メールでのやり取りとなり、紙の使用削減、行き来する時間
の短縮を図っています。また、見積書や請求書、従業員日報などの管理をデータ化し
て長期保管に取り組んでいます。自社ホームページを作成し、府のホームページの企
業紹介コーナーに登録するなど、インターネットを通して自社をアピールすることに
よって、鳶職に興味をお持ちいただいたり、実際にご連絡を頂戴することもあり、今
後さらに情報発信に活かしていきたいと思っています。

久御山支部　田中　望（八雲造園）
　近年、ホームページやツイッター、ブログなどでプレゼンする個人や企業も多々見
受けられます。中でもホームページ経由のものが大半です。ちょっとしたホームペー
ジを作るにもお金が掛かります。自分で作ることもできますが、ちょっとめんどくさ
いです。そこで、手軽にできるのがフェイスブック。Eメールによる登録が必要ですが、
個人、自社のページを手軽に作ることができます。写真に一言載せるだけで、プレゼ
ン、紹介などもできます。みなさん実名が大半で、真実味があるのがメリット。ただ、
フェイスブックをしている方、友達になっている方にしか伝わらず、良からぬ情報も
入ってくるデメリットもありますが、それでもフェイスブック利用者が増えています。
昨年、当組合でもフェイスブック講習会を開催。直接仕事に結びつかなくても、いろ
んなコミュニケーションをとるにはメリットがあります。まだ始めておられない方、
いかがでしょう？　今年も講習会は続きます。
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室内装飾仕上 クロス、表装、床施工、ダイノックシートガラスフィルム、障子張り、カーテン
ブラインド、キッチンパネル施工

畳・ふすま・インテリア畳・ふすま・インテリア

土木工事関係

建築工事関係

鉄・アルミ･ステンレス・耐候性鋼材まで幅広く取り扱っております。
金属に関することなら何でもお気軽にご相談ください。
また、通販にてアルミ庇・アイデア商品等多数販売しております。
まずは当社ホームページをご覧ください。

株　式　会　社 三　 田
京都府久世郡久御山町野村村東147-2
TEL（075）631-7833　FAX（075）631-7857

http://www.mita036.com
mita036 検索

株　式　会　社 三　 田
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謹賀新年

理事からの新年ご挨拶

副理事長　福島　弘（有限会社福島晴芳園）
　新年明けましておめでとうございます。
　いま組合では、ラジオカフェに連載登場し組合活動や組合員さんの企業紹介、本人
さんの出演も話題を呼んでいます。
　年頭には今年こそ良い年にと誰もが言いますが、年の瀬を迎える頃には良い話がな
かなか聞かれません。私の会社も同様ですが、一昨年、京丹波町に新しく拠点を築き
ました。知名度もないままですが広告を出し、まず当社を知ってもらうことから始め、
今では造園・建築の話も出て来ています。
　私もまだ現役ですし、組合では副理事長を務めていますが、公私共に次世代にはこ
の低迷期に、さらなる努力と機敏な動きで、建設業界の一翼を担って頂きたいと思い
ます。組合がさらに発展し、組合員がいつも笑顔で仕事をし、語り合いたいと思って
います。

副理事長　光本　大助（光本瓦店有限会社）
　新年あけましておめでとうございます。
　昨年は研修や外部の団体との意見交換などにも幅が出てきたように感じていまし
た。ここ数年、大変な時期を役員としてただオロオロとしながら過ごしてまいりまし
たが、少し気持ちもゆとりができて、さまざまな企画に楽しく参加できました。他に
もいくつかの組合や団体に加入している私にとって、タイムリーな情報提供や自己研
鑽につながる勉強会など、組合員のための多彩な組合の取り組みを特に強く感じた昨
年でした。私が務めさせていただいている当組合のラジオカフェ番組「建ちゃん、協
ちゃんのまちづくりラジオ」などを通して、組合から受けた良い刺激を、どんどん発
信していきたいと思います。

副理事長　尾形　良治（株式会社尾形電気工事）
　新年あけましておめでとうございます。
　組合員の皆様方におかれましては、ご家族お揃いで、希望にあふれる新しい年をお
迎えになられたことと存じます。昨年より副理事長の重責を担わせて戴き、無事一年
を努めさせて戴くことができました。これも皆様方のご協力、ご指導の賜物と心より
感謝申し上げます。
　昨年には衆議院選挙も終わり、本年は、私たちが希望を持てる実行力の在る力強い
景気政策を実行して戴くことを新しい内閣には期待するものです。組合はまだまだ、
厳しい状況にございます。新しい年の巳年を迎え、今年こそ京都府下でも有数の組合
員数313社の絆と結束の底力を発揮して、元気な楽しい組合を目指して行きたいと思
います。
　私も微力ではございますが、副理事長の任に恥じないよう、全力で取り組んでまい
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りたいと思いますので、今年一年、ご協力を賜りますよう宜しくお願い致しまして、
年頭のあいさつにかえさせて戴きます。

理事　石山　孝史（石山テクノ建設株式会社）
　あけましておめでとうございます。
　「やーよろしかな～」で始まる「京都木遣音頭」を私が所属する洛中支部の７人で、
昨年の10月から始めました。きっかけは支部役員会での雑談で、「昔、家の建前の時
に木遣音頭を謡いに行ったことがある」と、冨永支部長が発言し、前川副支部長が「文
化を継承せねばならん」と決意。即、皆が同意したからです。毎週木曜日を定例に、
夜2時間ほどの練習です。法被も新調で揃え、組合の新年会でお披露目します。世間
が不況で苦しい時こそ、「文化を守る」心意気が、私たちには必要ではないでしょうか。
「この前向きさが、仕事興しと仕事獲得の原動力」とみんなの鼻息は荒いです。今年
もよろしくお願いします。

理事　岩井　泉二郎（株式会社DAYTORA）
　あけましておめでとうございます。
　昨今の建設業界は、公共事業の縮小や経済の低迷により、非常に厳しいものがござ
います。ですが、今年は巳年ですから、今までの悪い潮流を脱皮して、生まれ変わっ
た心境で挑戦できる年でもあります。組合員様がますます躍進されることを願いまし
て、ご挨拶とさせていただきます。

理事　北村　篤史（株式会社北村工務店）
　組合員の皆様!!　新年明けましておめでとうございます!!　当組合の理事をさせて
いただいている北山支部所属、㈱北村工務店の北村篤史です。
　さて早いもので、振り返ってみますと、私が理事をさせていただくようになってか
ら、既に半年以上が経ちました。この間に、理事として私の取り組んだ役割に「ラジ
オカフェ」がございますので、少しそのことを用いてお話しさせていただきます。最
初は「なんでラジオ番組なん？」「この企画が組合員さんのメリットになるの？」等々、
色々なことを思いましたが、この「ラジオカフェ」の企画が実際に開始されてから、
当組合の組合員さんをはじめ多くの役持ち組合員さん、専従の職員の皆さんの知恵と
力によってこの企画が盛り上げられていく様子を、とても近い場所で見せていただく
ことができました。
　当組合は、皆様の知恵とチカラを出し合い、協同のチカラで実践することができる
組織であると思いますので、今年もどうぞ宜しくお願いいたします!!

理事　小林　博明（小林金属興業株式会社）
　謹んで年頭のご挨拶を申し上げます。
　昨年も組合事業活動に多大なるお力添えを賜り厚く御礼申し上げます。皆様がこの
文面を読まれている時には、野田内閣（当時）への審判も下され、また国民不在の政
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謹賀新年

治が展開されているのでしょうが、我々の生活は我々で守っていかなければならない
と思います。「天を怨みず人をとがめず」という孔子の言葉があります。運命や他人
様のせいにするのではなく、日々の生活の中で学び、人格向上に努めなさい─という
意味です。大変な時代、厳しい年、耳にタコができるくらい聞かされてきました。
　なら、しっかりこの時代を受け止め、立ち向かって行こうではありませんか。苦難
は我々を成長させる良い機会でもあり、こういう厳しい環境の時だからこそ、やるべ
きこともたくさんあるのではないでしょうか。

理事　田中　宏樹（株式会社協栄土工機）
　あけましておめでとうございます。新しい年を迎え、気持ちを切替えて邁進して行
かなくてはなりません。
　ダーウィンが進化論で「強いものが生き残ったのではなく環境の変化に対応したも
のが生き残った」と説いていますが、最近はこの変化が激しすぎるように思います。
この流れの中、昨日の自分が出来なかった事を常に発見、克服し進化しつつ、古くて
も良いものは頑なに守り通して行くことが勝ち残る術であるかと思います。今年も気
合入れて行きましょう！

理事　田中　守（田中守工務店）
　新年明けましておめでとうございます。
　景気回復の兆しありと言われてはいますが、まだまだ厳しい状況を打開できるほど
の風は吹いていません。そのような中で、理事会を先頭に＂一歩ずつ＂歩みを進めて
はいますが、明かりが見えるには、まだ時間がかかりそうです。
　交流の場を通じて情報交換しながら、組合員一人一人の力を結集し、共に前進して
いきましょう。今年もよろしくお願いします。

理事　西野　廣好（株式会社西野工務店）
　組合員のみなさま、明けましておめでとうございます。
　平成25年もよろしくお願いいたします。組合は昨年あたりから、本来の組合員のた
めの組合に戻り、よく理事長が言う「日本一の協同組合」に少しずつ近づきつつあり
ます。組合員が何のために会費を支払って組合に入っているか？　２、３年前の理事
会では、「組合の存続をどうするか」「建設会館を手放すか」など、マイナスの暗い議
題ばかりの理事会で、組合員のための組合ではありませんでした。でも、最近の協同
組合では、講師を迎え組合員のための勉強会やレクリエーション、タイムリーな建築
情報、組合員への仕事の発注など、多くの組合員さんから「全京都建設協同組合に入
って良かった」の声を色々と聞けるようになりました。リースでは組合員への特典を、
販売にも組合員ならではの優待を設けるなど、まだまだ考えなくてはいけないことが
たくさんありますが、これから一歩も二歩も前進してまいりますので、よろしくお願
いいたします。あまり組合活動に参加されなかった組合員さんも、今年はドンドン参
加されて、「全京都建設協同組合に入って良かった」を実感してください。

理事　西山　英樹（株式会社 kyokan）
　新春を迎え、謹んで新年のご挨拶を申し上げます。
　組合員の皆様、職員の皆様におかれましては、ご健勝で新年をお迎えのこととお慶
び申し上げます。今年は巳年です。巳年は、胎児を表したものと言われ、母親が胎児
を ＂包＂ み込むようにしている様を表した文字だそうです。
　また、植物に種子ができはじめる時期とも言われており、巳年は、新しい誕生を意
味する年とも言われるそうです。
　楽天的ではありますが、長引く不況の中で日々企業努力されておられる組合員様、
職員様の努力（産みの苦しみ）が良い結果となって表れる年であることを期待します。
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理事　森　廣行（有限会社イーグル重機）
　明けましておめでとうございます。
　新しい政府に変わり、期待を持って巳年を迎えたいと思います。
　建設業は、なくてはならない存在です。組合員の皆様と協力して、結束できるよう
に努力したいと思います。
　笑顔が第一です、頑張りましょう。

理事　吉冨　豊（株式会社吉富工務店）
　新年あけましておめでとうございます。
　ついに2013年が始まりました。今年は、政局も心機一転変動していくだろうと予測
されます。我が全京都建設協同組合も、その変化に対応していけるように体力を付け
ていかないといけないと思います。そうなるために、組合員の増強と質の向上も必要
になってくるのではないでしょうか？　そう私自身にも言い聞かせて、頑張っていき
たいと思います。

2013年初荷セール／販売

　新年明けましておめでとうございます。今年もよろしくお願いいたします。さっそ
く初荷セールの特価をご案内いたします。（税込）

　�土のう袋�（並）400枚入　�特価6,300円�（@15.75）
�　ダスター　　　�200枚入　�特価4,095円�（@20.48）
�　ブルーハッポー�（1m×30m）5本　�特価10,395円�（@2,079）
　�コンテナパック�（1t用）10枚入　�特価10,500円�（@1,050）

�コイズミLED�　シーンに合せてお好みの調光・調色ができる洋風LEDシーリング。
�　洋風LEDシーリング�─昼光色+電球色、連続調光調色タイプ・リモコン付
　　色温度可変～６畳：AH35027L　�特価22,680円�（定価56,700円）
　　色温度可変～８畳：AH35026L　�特価24,360円�（定価60,900円）
　　色温度可変～12畳：AH35025L　�特価28,560円�（定価71,400円）
�　洋風LEDシーリング�─連続調光タイプ・リモコン付
　　昼光色～６畳用：AH37081L　�特価13,020円�（定価26,040円）
　　昼光色～８畳用：AH37080L　�特価14,070円�（定価28,140円）
　　昼光色～10畳用：AH35068L　�特価20,580円�（オープン価格）

　洛西センター（石野）・洛南事務所（葉狩）まで。この機会をお見逃しなく、よろ
しくお願いいたします。� （葉狩　勝）
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日々改善・提案を忘れず／機材リース

　新年明けましておめでとうございます。今年も頼りになる事業部を目標に、利用者
が何を求めているかを、利用される側の立場となって理解し、一歩踏み込んだ提案が
できる商品の提供やサービスの向上を図れるように、日々改善・提案する心構えを忘
れずに、事業に取り組んでまいります。本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。
� （吉田明弘）

パイオニアの自負と向上心で／文化財事業

　新年明けましておめでとうございます。794年に平安京に遷都されて以降、1868年
の明治時代になるまで、京都は一千年以上にわたって日本の都がおかれていたところ
です。そうした歴史的環境の中で、平安京をはじめとしてさまざまな時代の遺跡の上
で、私たちは生活をしています。昨年に引き続き私たち文化財事業では、業界のパイ
オニアとしての自負を持ち、各調査団体の調査や研究のサポートに、さらなる向上心
を持って励んで行きたいと思います。� （谷口弘樹）

長く住み続けられる家を／建設工事事業部

　昨年は、お客様や組合員の皆さまのご支援を頂戴いたしまして、誠にありがとうご
ざいます。心より御礼申し上げます。本年も、建設業界は消費税増税が大きな課題に
なります。こうしたいろいろ厳しい環境の下にありますが、職員一同力を合わせ、こ
の難局を乗り切り、お客様に満足と感動を届けられるよう、京都に長く住み続けられ
る建物を一生懸命につくり続けます。住まいでお困りのことなら、何でもご相談くだ
さい。� （城戸猛志）

第６回支部対抗ソフトボール大会

　11月25日（日）、天候不良により開催できなかった前年とはうってかわってすばら
しい秋晴れの中、大会を開催することができました。会場の都合で例年より１カ月遅
れ、また開催会場が少し遠い園部ということもあり、７チーム・100人ほどの参加と
なりましたが、予選・決勝とも２リーグ制の総当り戦で、心ゆくまで（体力の限界まで）
汗を流していただきました。ここ数年はチーム戦力の格差を少なくするために、ファ
ミリーチームにもより楽しんでいただけるようなルール改正に取り組んでまいりまし
た。小学生の参加を解禁したり、１回の攻撃の上限を最大９人までとする、などです。
そんなルール改正の甲斐もあってか、応援にきていたお子さんが飛び入り参加するな
ど、白熱したゲームが増えました。参加された皆さんには、より楽しめる大会になっ
たと思っております。
　優勝・北山支部、準優勝・久御山支部、第３位・洛西支部という結果でした。成績
結果、当日の写真などは組合のホームページに掲載しております。次回の大会は、会
場を洛西浄化センターに戻して開催する予定です。ますます楽しい大会になるよう準
備してまいりますので、皆さまふるってご参加くださいますようよろしくお願いいた
します。� （杉本篤昭）

協同組合Notice
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「明日の協同組合像」勉強会

　４回目となる今回は、「戦後の地域開発施策の展望と地域」と「プロジェクト型地
域開発と地域」をテーマに、各担当者がまとめたレポート報告をもとに討論を行いま
した。しかし、「ニューディール政策」「JAPIC（ジャピック）」「テクノポリス構想」
などテキストには難解な用語がたくさんあり、その解説を聞くだけで時間を費やし、
なかなか討論まで進みません。戦後日本の地域開発施策は、国が主導で立案した予算
を分配してきたため、地方の意見が集約されず、地域性が全く考慮されないなど、大
企業と外国資本優先の大型公共工事が行われてきました。巨大プロジェクトの効果が、
個人経営者・労働者の所得分配へは結びつくことはありませんでした。トップダウン
の開発施策でなく、地域からの意見を集約する重要性や、今後の地方の自立的展開を
めざす協同組合の在り方などについて議論をしているところです。あと２回。「明日
の協同組合像」を発見することができるでしょうか？� （城戸猛志）

「ふるさとフェア久御山」に今回も参加

　「ふるさとフェア最終回　23年間に感謝し、明日へ」と題して開催された「ふるさ
とフェア久御山」に今回も久御山支部として出展しました。11月23日、建設工事事業
部の協力を得て「結の家」のパネル展示、支部組合員企業のPRと住宅相談を行いま
した。アンケートにお答えいただいた方にベビーカステラのプレゼントも。和田建設
さんが前日から焼いてくださっていた分は、午前中あっという間になくなってしまい、
朝からテントの中で焼いていただいた分も含めて、雨で足元が悪い中にも関わらず
300袋（１袋10個入り）も瞬く間になくなってしまいました。もちろん、お持ち帰り
袋の中には企業PRのチラシなども入れてありましたが、捨てる人は誰一人なく、皆
様ご自宅までお持ち帰りいただけたと思います。久御山町東一口にある国の登録有形
文化財の大庄屋「山田家住宅」が、８月の大雨で長屋門の瓦と土塀が一部崩落してし
まいました。せっかくの文化財を守りたい、少しでもお役に立ちたいとの思いから、
当日会場に募金箱を置き、来場の皆様に修繕募金をお願いしました。まだまだとても
修理費には足りませんが、住民の皆様の思いと組合関係者のご協力によって、文化財
を守ろうという思いは通じると思います。皆様のご協力に感謝いたします。
� （ 場志保子）

投稿／社会起業シリーズ�

公契約条例とは（１０）

　前月に続き、千葉県野田市の公契約条例と解説文（野田市『現行の野田市公契約条
例の概要』）を掲載します。

　市長は、適用労働者から受注者等が適用労働者に対して負担すべき義務を履行
していないことについての申出があったとき及びこの条例に定める事項の遵守
状況を確認するため必要があると認めるときは、受注者等に対して必要な報告を
求め、又はその職員に、当該事業所に立ち入り、適用労働者の労働条件が分かる
書類その他の物件を検査させ、若しくは関係者に質問させることができる。
　２　前項の規定により立入検査をする職員は、その身分を示す証明書を携帯
し、関係者の請求があったときは、これを提示しなければならない。

業界Topics

第９条（報告及び立入検査）
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役立つNews

【解釈】本条は、適用労働者から受注者等が適用労働者に対して負担すべき義務を履
行していないことについての申出があったとき及び市長が本条例に定める事項の遵守
状況を確認するため必要があると認めるときに、これらの事項を確認するための方法
に関する規定である。なお、確認する書類としては、給与明細書や労働基準法第 108
条の規定に基づく事業者が作成した賃金台帳を想定、また、「その他の物件」としては、
事業所内の電子計算機等を想定したもの。
　また、確認方法としては、入札時に労務単価等を記入した「労働者配置計画書」を
提出させ、中間及び工事完了時の２回履行確認を実施することとする。なお、第１項
の規定に基づき適用労働者からの申出があった場合は、当然、随時実施することとな
る。
　さらに、本条による確認の方法に強制力を持たせなければ、確認できない事態が生
じるおそれがあるため、第 11 条第１号において、『市長は、受注者等が第１項の報告
をせず、若しくは虚偽の報告をし、又は同条の規定による検査を拒み、妨げ、若しく
は忌避し、若しくは質問に対して答弁せず、若しくは虚偽の答弁をしたときには、市
と受注者との公契約を解除することができる』と規定したものである。（引用終わり）
　つづく� 【環境マネジメントコンサルタント　杉原卓治】

業界Topics

元請業者に対する債権回収

Ｑ　息子Ｘが自営業で空調機械の取付工事の下請をしています。元請業者Ａからの
工事代金の支払いは翌月払いになっているのですが、最近、元請業者の経営状況が
急激に悪化し、先月の工事代金を支払期になっても払ってくれません。元請業者と
交渉をしたところ、元請業者が工事の発注元の量販店Ｙに対して有している請負代
金債権を譲ってもよいという返事が来ました。どうしたらよいでしょうか。
Ａ　ご質問のように、ＡがＹに対して請求する権利がある請負代金債権をＸに譲り
渡すことを「債権譲渡」と言い、適法に行うためのルールが民法で定められていま
す。具体的には、元請業者であり、旧債権者であるＡ自身が、新しい債権者である
Ｘに対して、請負代金請求権を譲渡した旨を記した文書（債権譲渡通知書）を作成
した上で、これを配達証明付き内容証明郵便にて発注元であるＹに通知する必要が
あります。配達証明付きの内容証明郵便とするのは、Ｙに債権譲渡通知書が到達し
た日付（確定日付）が重要だからです。
　しかし、いくらＡが債権譲渡を約束してくれても、内容証明郵便を自分で提出す
るところまでやってくれる保証はありません。そこで、Ｘの側で債権譲渡通知書を
作成した上でＡに押印してもらい、Ｘが代理して郵便局に提出するのがよいと思い
ます。
　また、Ａが後日になって「そのような債権譲渡の事実はない」と言い出す可能性
も否定できません。そこで、ＡとＸの間では、債権譲渡をした証拠となる契約書を
作成するのがよいでしょう。
　これらの書類については、弁護士に相談しながら、場合によっては弁護士に作成
を依頼して進めていくのがよいと思います。
　また、このように元請業者Ａの経営状況が悪化している状況だと、他の債権者と
債権譲渡の競争になったり、税務署が滞納税金の回収のために請負代金を差し押さ
えをしてくる可能性もあります。この場合は債権譲渡通知書や税務署の差し押さえ
通知書がＹの元に届いた先後関係（確定日付の先後関係）で、より早く身動きを取っ
た人だけが救済される仕組みになっています。万一の場合は、いち早く行動を起こ
すことをおすすめします。
� （京都第一法律事務所　弁護士　渡辺　輝人）

法律Ｑ＆Ａ

Ｑ 

Ａ
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講習と試験Guide

各種技能講習／労基連

�●産業用ロボット特別教育
日程：〔学科〕１月18日（金）〔実技〕19日（土）／会場：〔学科〕京都府中小企業会館〔実技〕
三菱自動車工業㈱パワートレイン製作所／受講料：30,000円、テキスト代1,890円
�●特定化学物質・四アルキル鉛等作業主任者
日程：１月24日（木）・25日（金）／会場：京都府中小企業会館／受講料：8,400円、
テキスト代1,680円
�●酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者
日程：１月28日（月）～30日（水）／会場：京都府中小企業会館／受講料：15,750円、
テキスト代2,310円
�●有機溶剤作業主任者
日程：２月７日（木）・８日（金）／会場：京都府中小企業会館／受講料：8,400円、
テキスト代1,680円
�●フォークリフト運転
日程：〔学科〕２月12日（火）・13日（水）〔実技〕１班：19日（火）～21日（木）２班：
26日（火）～28日（木）／会場：〔学科〕京都府中小企業会館〔実技〕日本輸送機㈱
実技講習会場／受講料：29,925円、テキスト代1,575円
�●玉掛け
日程：〔学科〕２月14日（木）・15日（金）〔実技〕16日（土）／会場：〔学科〕京都府
中小企業会館〔実技〕㈱島津製作所紫野工場／受講料：17,850円、テキスト代1,600円
�●第一種衛生管理者受験準備
日程：２月18日（月）～20日（水）／会場：京都府中小企業会館／受講料：14,000円、
テキスト代6,510円
�●衛生管理者能力向上教育（基礎研修Ⅱ）
日程：２月26日（火）・27日（水）／会場：京都府中小企業会館／受講料：14,000円、
テキスト代2,415円
【問合せ・申込み】（社）京都労働基準連合会　Tel.075⊖321⊖2731
※各講習会は、連合会のホームページhttp://www.kyoukiren.or.jp
※受講申込者が少人数の場合は中止になることがありますのでご了承ください。

作業主任者等各種講習会／建災防

�●地山の掘削及び土止め支保工作業主任者
日程：１月23日（水）～25日（金）／会場：京都建設会館／受講料：15,000円、テキ
スト代2,500円
�●高所作業車（作業床の高さが１０ｍ以上の運転）
日程：１月30日（水）・31日（木）／会場：京都建設会館／受講料：35,000円、テキ
スト代1,800円
�●足場の組立等作業主任者
日程：２月13日（水）・14日（木）／会場：京都建設会館／受講料：10,600円
【問合せ・申込み】　建設業労働災害防止協会京都府支部　
〒604⊖0944　京都市中京区押小路通柳馬場東入　京都建設会館別館内　
Tel.075⊖231⊖6587　Fax.075⊖251⊖0058　受付時間：午前９時～午後５時
※ホームページから講習予定、申込書が取り出せます。
　http://homepage2.nifty.com/KYO-KENSAI/
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連載　ステキ韓国、好き好きソウル!！
第7話　冬のお話　その①キムチ（김치 ）

　ヨロブン、シンニョンセヘボン マニ パドゥセヨ！　신년 새해복 많이 받으세요!（新
年おめでとうございます！）
　寒くなりましたねえ。元気にお過ごしですか？　いよいよ本格的な「冬」がやって来
ました。ソウルの「冬（겨울・キョウル）」は氷点下になります。あの大きな川「漢江・
ハンガン」が凍ってしまうほどです。底冷えに慣れている京都人の私でも、さすがに堪
えます。韓国では、このような冬のために備え、日本と少し違った事や物、習慣が幾つ
かありますが、その第１弾として、日本でも今ではすっかりお馴染みの「キムチ・김치」
からお話をしましょう。
　ただ単に「お漬物」と一口では語れないのが「キムチ」です。とても贅沢なお漬物か
も知れませんよ。私もキムチが大好きです。キムチは越冬用の保存食で、今から３０００年
くらい前から食べたそうですが、現代のような唐辛子を使ったものではなく、大根と塩
で作ったものが多かったそうです。いつ頃から辛くて赤いキムチになったのかは、学説
がいろいろあって定かではないようですが、ここ１００年くらい前ではないかとも言われ
ています。
　実はキムチには種類がたくさんありますが、私たちが最もよく知っているのは、白菜
（배추・ペチュ）を使ったキムチです。この白菜は１１～１２月ごろが一番美味しいので、
この時期に漬けることが一番多く、冬の風物詩になっています。「キムチ漬けの時期」
を「キムジャン」といって、このとき職場を休んでも、正当な理由としている会社もあ
ります。家族総出でキムチを漬ける！　各家庭のちょっとした一大イベントみたいです
ね。家庭によっても味がちがいます。正にオモニ（お母さん）の味。白菜キムチの材料
には、白菜は当然のこと、韓国産唐辛子・すり胡麻・砂糖・ニンニク・生姜・塩、わけぎ・
大根・あたご梨またはリンゴ・あみの塩辛またはイカの塩辛、そして牡蠣（これ凄い！）、
白玉粉などを使います。家庭によってはもっと他の物も入るのでしょうね、きっと。材
料だけでも驚きですが、とにかく美味しい！　そして身体にもいい発酵食品で、栄養補
給にもなります。発酵食品は腸に良いので、私は毎日食べています。日本では最近、辛
いのが苦手な人のためにマイルドなキムチもたくさん販売されていますねっ！
　韓国では、韓国料理のお店に行くと、必ずキムチが出てきます。既にテーブルに置い
てあって、食べ放題のところもあります。ソウル中心部明洞（ミョンドン）にある「明
洞餃子（ミョンドンギョジャ）」というお店。ここのキムチは、一口でも「ハ～」とな
るくらい、と～っても辛いけど美味しいですよ。これまでに行ったお店の中では一番辛
い！　ここのお店のカルグクス（韓国のうどん）と一緒に食べるのは最高です。身体も
温まりますしね。ソウルへ行かれたら一度は行ってください。お薦めの店です。
　しかし、韓国も都会ではここ最近、キムチを漬ける家庭が減ってきています。やはり
スーパーで美味しいキムチを手軽に求めることができるようになったことや核家族も影
響しているのかなあ。ソウル在住の韓国人の友人も「私は家では漬けない」と言いま
す。日本と同じ傾向です。手作りで頑張って漬けましょう。今回はこの辺で。クロミョ
ン ト マンナヨ(^.^)/~~~
《韓国、ひとくちメモ》白菜キムチは代表的ですが、大根キムチ（カクトゥギ）、きゅう
りキムチ（オイソバギ）もお馴染みです。他にも、エゴマ・ネギ・キャベツ・小さい辛
い大根のキムチもあります。そして何といっても、王様のキムチと言われる「ポッサム
キムチ」は、魚介類・梨・松の実・干しなつめ・干ししいたけ・せり・あみの塩辛・栗
などを白菜で包んだキムチ。祝いの席では欠かせない贅沢なキムチで、添え物の漬物で
はなく、メインディッシュかと思うくらい貫禄があります。� （福本多香子）
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組合員名簿変更

支部 Ｎｏ． 社　名 変更箇所 新

右京 674
株式会社　嵯峨建材
代表取締役　森田　克己

代表者 代表取締役　中山　祐一

理事会Report

組合Diary

本部 支部
12／５　�ラジオカフェ収録、

協同組合勉強会
12／13　支部長会議忘年会
12／15　住まいトーク③
12／26　理事会研修

12／２　北山（忘）
12／３　久御山（忘）　
12／４　JIC（役）
12／６　洛南（忘）
12／７　右京（忘）、洛中（忘）
12／８　新京（忘）、宇治（忘）
12／14　伏見（忘）
12／15　JIC（忘）

　①　組合員拡大運動
　②　仕事興し
　③　新加入者審議
　④　㈱全京都ハウジング
　⑤　洛南事務所
　⑥　新年交流会、通常総会
　⑦　事業の結果と計画について勉強会
　⑧　�勉強会「建設業のこれからをどう

見たらいいのか」の結果
　⑨　支部交流ソフトボール大会の結果

　⑩　理事の活動費
　⑪　第４回支部長会議
　⑫　助成制度一覧
　⑬　フェイスブック勉強会の結果
　⑭　支部の忘年会及び新年会
　⑮　年末年始の休業
　⑯　ちらし印刷事業
　⑰　組合Diary
　⑱　その他

　明けましておめでとうございます。
　私が組合に就職させていただいたのが昨年の１月でした。それからちょうど１年、
さまざまな至らない点がございましたが、続けて来られたのは、支えてくださった組
合員の皆様のお陰と思っております。今後は“より身近に感じていただける「建設協
組news�Light」”を目指して、ますます頑張ってまいりますので、皆様のご協力の
ほど、よろしくお願い致します。� （西村　学）

■編集後記

●�11月定例理事会は、11月28日（水）午後６時半から京都工業会館で理事12人の出席
で開催されました。



建設協組news Light　　　　2013.116


